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効果的な ICT 活用を取り入れた資質・能力の三つの柱の育成 

―1人 1 台端末を用いた 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を通して― 

長内 佑介 
千葉大学教育学部委託研究生 

 

 
 本研究は、1 人 1 台端末を活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を促すことで、学習指導要領に示

されている資質・能力の三つの柱である「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人

間性等」の育成を目指すものである。算数科での学習に「個別最適な学び」、「協働的な学び」を促し、また、

資質・能力の育成をするための ICT 活用として、「デジタル自己分析シート」「デジタルノート」「AI ドリル」

を取り入れた授業を行った。授業の始めと終わりに「デジタル自己分析シート」を活用してめあてや振り返り

の記述、蓄積を行った。問題解決型の学習の自力解決、比較検討の場面で「デジタルノート」を活用し、自分

の考えを表現、共有できるようにした。また、習熟の時間には、自分の学習状況を把握させ、「AI ドリル」で

の習熟を行わせた。これらの ICT 活用を授業に取り入れることで、それぞれの資質・能力の向上に一定の成果

が上がった。1 
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1. はじめに 

 

1.1. 問題の所在 

GIGA スクール構想により、ほとんどの小学校では 1

人 1 台端末が整備された。今までは端末の台数に限りが

あり、十分な教育現場での ICT 活用を行うことが難しか

ったが、1 人 1 台端末配付により ICT 機器に触れる機会

も多くなったことから、ICT を活用した教育がより一層

期待されている。 

千葉市は昨年度、1人1台端末が配備されたばかりで、

学校では授業の中での端末の使い方を模索する段階であ

った。この 1 年で、様々な場面での活用を取り入れるこ

とを試行し、児童も教師も 1 人 1 台端末をある程度使い

こなせるようになってきた。今後は 1 人 1 台端末をどの

ように授業で活用すれば効果的かを検討していく必要が

あると考えられる。 

中央教育審議会答申（2021）では、「子供たちを支え

る伴走者である教師には、ICT も活用しながら、「個別最

適な学び」と「協働的な学び」を充実し、子供たちの資

質・能力を育成することが求められる。」2と述べられて

いる。「個別最適な学び」と「協働的な学び」がより充実

したものとなっていくための ICT 活用がこれからの授業

では必要になってくると考えられる。 

また、授業における ICT 活用について、文部科学省

（2020）では、「新学習指導要領に基づき、資質・能力

の三つの柱をバランスよく育成するため、子供や学校等

の実態に応じ、各教科等の特質や学習過程を踏まえて、

教材・教具や学習ツールの一つとして ICT を積極的に活

用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改

善につなげることが重要」3と述べられている。また、千

葉市教育委員会（2022）では、ICT の効果的な活用を

「学習の目的を達成するために有効な手段としての活用」
4と述べている。ICT 活用を行うことで「個別最適な学び」

と「協働的な学び」を促され、児童の資質・能力を育成

という学習の目的を達成していく必要があると考えられ

る。 

そこで、本研究では、資質・能力の三つの柱を育成す

ることを学習の目的と捉え、その資質・能力の育成に有

効な手段として「個別最適な学び」と「協働的な学び」

を促す ICT 活用を取り入れることを効果的な ICT 活用と

定義した。 

ICT 活用を取り入れる教科として、算数科を選択した。

鈴木ら（2022）は、「以前から算数・数学科と ICT 機器

の相性はよいとされてきた。（中略）児童 1 人 1 台のタブ

レットを思考ツールとしていかに活用し、個別最適・協

働的な学びを実現するかが大きな鍵になると考える。」5

と述べている。 

算数科では、課題把握、自力解決、比較解決、適用・

まとめといった流れで授業を進める課題解決型学習があ

り、教科書もこの流れで学習に取り組めるように作成さ

れている。この課題解決型学習には、自力解決の場面で

の個別学習、比較検討の場面での協働学習が内包されて

いる。それぞれの場面で ICT 活用をすることで資質・能

力の育成につながると考えた。 

中央教育審議会教育課程企画特別部会資料（2015）で

は、「新しい知識や技能を習得したり、それを実際に活用

して、問題解決に向けた探究活動を行ったりする中で、

資質・能力の三つの柱に示す力が総合的に活用・発揮さ

れる場面が設定されることが重要である」6としている。 

この答申に準拠し、三つの資質・能力が総合的に活

用・発揮されるために有効な ICT 活用を取り入れた授業

実践を行い、効果を検証する。 
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1.2. 「個別最適な学び」と「協働的な学び」 

 中央教育審議会（2021）によれば、「個別最適な学び」

は、「子供一人一人の特性や学習進度、学習到達度等に応

じ、指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定を

行うことなどの「指導の個別化」と「教師が子供一人一

人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供す

ることで、子供自身が学習が最適となるよう調整する

「学習の個性化」を学習者視点から整理した概念である」
7と示されている。 

児童一人ひとりの個性や能力に応じた指導や教材の提

示を通して、児童自身に合った学習を行うことが求めら

れており、ICT を活用し、教材をデジタル化したり児童

の学習状況をデータとして蓄積したりすることで、「指導

の個別化」や「学習の個性化」が一層充実すると考えら

れる。 

「協働的な学び」について、中央教育審議会（2021）

では、「「個別最適な学び」が「孤立した学び」に陥らな

いよう、これまでも「日本型学校教育」において重視さ

れてきた、探究的な学習や体験活動などを通じ、子供同

士で、あるいは地域の方々をはじめ多様な他者と協働し

ながら、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、

様々な社会的な変化を乗り越え、持続可能な社会の創り

手となることができるよう、必要な資質・能力を育成す

る「協働的な学び」を充実することも重要である。」8と

述べている。 

児童が個々に学んだことが孤立し、学びが広まらない

ことにならないよう、「協働的な学び」を充実させていく

必要がある。今までの学習で行われてきたペア学習、グ

ループ学習では、時間や紙面の制約上、情報が共有しづ

らかったが、ICT を取り入れることで、思考の可視化が

はかられ、かつ情報共有を様々な他者とスムーズに行う

ことができるようになり、個々の学びが広がり、充実し

ていくと考えられる。 

 

1.3. 資質・能力を育成するための ICT 活用の先例 

算数・数学について、ICT 活用を通して三つの資質・

能力を育成について検討している報告があったので、以

下に先行事例として検討していく。 

 

（1） 「知識及び技能」に関わる ICT 活用 

 中村ら（2022）は、中学校数学で「AI ドリルの活用は、

生徒がそれぞれ自分自身のつまずきや習熟度を確認する

ことができ、個別最適化された学びに有効であることが

示唆された。」9と述べている。 

内閣官房日本経済再生総合事務局（2021）によれば、

AI ドリルとは、生徒の解答内容から AI が理解度を判定

し、誤答の原因と推定される単元に誘導するなど、個々

の生徒にとって最適な出題をすることで一人ひとりの学

習を助ける教材である10。 

AI ドリルの個々にとって最適な出題をすることで一人

ひとりの学習を助けるという特性を考えると、AI ドリル

の活用は中学校のみなならず、小学校児童の「知識及び

技能」の育成にも効果が得られると考えられる。小学校

算数の課題解決型学習の適用場面で、児童が適用問題に

取り組む際や、単元の学習内容の習熟を図る時間に取り

入れることで「知識及び技能」が育成されると考えた。 

他方、中村ら（2021）は「AI ドリルにただ任せるだけ

でなく、学習履歴（スタディ・ログ）を自分で確認し、

自分のつまずきに気付き、主体的に問題を選択し解決す

るような学習活動となるような工夫と配慮が必要である。」
11と述べている。 

児童自身が学習が最適となるよう調整する「学習の個

性化」が「個別最適な学び」の視点の一つであることを

考えれば、ただ児童に AI ドリルを取り組ませるだけでは、

個に応じた問題提示はできても、児童が自身で学びを調

整することが難しく、「個別最適な学び」を促すのには不

十分であると考えられる。児童が AI ドリルに取り組む際

に、自身の学習状況を把握し、学びの調整を行う活動を

合わせて行うことで、「個別最適な学び」を促し、「知識

及び技能」の育成に効果があると見込まれる。 

 

（2） 「思考力、判断力、表現力等」に関わる ICT 活用 

寺井（2021）は、中学校数学の問題解決型学習の自力

解決、比較検討の場面で 1 人 1 台端末を活用し、思考の

表現、共有を行っており、「生徒が自分自身の考えについ

て理解を深めるとともに、他者の考え方から新たな視点

を得ること、わかりやすい表現の仕方に触れることがで

きるなど、「思考過程の見える化」を取り入れた授業が数

学的な思考力や表現力の育成を図る一つの方策となり得

る可能性を確認することができた。」12と述べている。 

この課題解決型学習の流れは小学校でも同様であり、

寺井が実践した ICT を活用した「思考過程の見える化」

を小学校算数の授業でも適用できると考えられる。 

今までは、学習の思考過程、表現はノートやプリント

などの紙に表すことが主であった。それは 1 人 1 台端末

が配付された現在でも状況はあまり変わらない。 

一方で、学習について思考、表現をする際に ICT を活

用することで、グラフや図表などの資料を活用できたり、

表現の訂正が容易であったりする利点がある。 

児童が課題解決型学習を行う際に、紙のノートやプリ

ントの代わりに ICT を活用して思考、表現を行うことで、

考えを整理しやすくなると考えられる。また、他者の考

えを視覚的に共有でき、共有された考えを自分の端末に

蓄積することも学び直す際にも ICT を活用することは効

果的であると考えられる。 

また寺井は、「生徒には自分の考えを説明することの意

味を働きかけ続けるとともに、考え方を共有する場面で

説明を促すための工夫についても検討していかなければ

ならないと考えている。」13とも述べている。児童の考え

を比較・検討する場面ではただ伝え合ったで終わらない

ためには、話し合ったことについて自分の考えと照らし

合わせて吟味していく必要があると考えられる。検討を

行う際に協働で思考をまとめる活動を取り入れたり、そ

のために自分の考えをわかりやすく相手に説明したりと

いった活動を取り入れることが考えられる。以上のよう

な場面においても ICT を活用した「思考過程の見える化」

を伴って活動をすることで「協働的な学び」を促し、「思

考、判断、表現等」を育成できると考えられる。 

 

（3） 「学びに向かう力、人間性等」に関わる ICT 活用

学習 

 遠藤ら（2022）は、クラウドツールにより、ファイル

を即時に共有したり、ドキュメントやスプレッドシート

を同時に編集したりすることが可能となったことから、

クラウド上の Google スプレッドシートを活用し、振り返

りを記載させ、活用に対する児童への意識調査を行って

おり、「振り返りが蓄積され、それが可視化されたことに

ついて、児童が肯定的に捉えていることが示唆された。」
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14と述べている。 

授業の導入やまとめの際に、ICT を活用することで、

めあての設定、学習の振り返りを記述することに加え、

数値で振り返り、それをグラフ化し、学習履歴の分析を

行うことができ、児童が自身の学びを把握し、学びを調

整しながら学習に取り組むといった「学びに向かう力、

人間性等」の中でも学習に対してめあてをもって活動し、

振り返りを行って次に生かすといった、自分の学びを調

整する力の育成につながると考えられる。 

 

1.4. 小括 

算数科における課題解決型学習の流れを取り入れるこ

とができて、かつ千葉市の一人一台端末も使用できる機

能やアプリケーションをもとに、以上のいくつかの先行

研究をあたったが、小学校算数において ICT を活用し、

三つの資質・能力の育成を図る取り組みは確認出来た。 

ただ、これまでの研究は、各資質・能力について、

個々に着目した研究である。三つの資質・能力をバラン

スよく身に付けさせることが必要と考えられていること

から、三つの能力を総合的に育成するための検討もされ

るべきだと考えた。 

 

2. 研究の目的と方法 

 

2.1. 研究の目的 
算数科の授業において ICT 活用を授業に取り入れた授

業実践を行い、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を

促し、資質・能力の三つの柱を総合的に育成する ICT 機

器の活用法を取り入れ、その効果を検証する。 

 

（1） AI ドリルを課題解決型学習の適用の場面と、単元

中盤、終盤の習熟の時間に活用させることで、「知識及

び技能」における学習内容の習得に有効であるか検討

する。 

（2） デジタルノートを課題解決型学習の自力解決、比

較検討場面で活用させることで、児童が思考、表現の、

可視化して共有することが「思考力、判断力、表現力

等」の育成に効果があるか明らかにする。 

（3）Google スプレッドシートで作成した「自己分析シ

ート」による、めあて、振り返りの一覧表示や、学習

状況を可視化し児童に提供することが、めあての設定

や振り返りの場面で活用することで、「学びに向かう

力・人間性等」の中でも児童が自身の学びを把握し、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整する力の育成に有効であるかを明らかにする。 

 

2.2. 研究の方法 

ICT 活用の先例をもとに、「個別最適な学び」と「協働

的な学び」を促す ICT 活用を開発し、検証授業単元に当

てはめ、その効果を検証する。 

検証授業は第 6 学年「比例と反比例」の単元において

単元計画を立て、ICT 授業実践を行う。単元構成として

は、比例と反比例の学習内容を習得する時間と単元中盤

と終盤に学習内容の習熟を図る時間を設定する。表 1 は、

単元の目標である。 

 

表 1 単元の目標 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

①比例や反比

例の意味や性

質を理解す

る。 

②比例や反比

例の関係を、

式や表、グラ

フに表すこと

ができる。 

①数量の変わり方

や関係に着目して

比例や反比例する

事象について考え

る。 

②比例関係を利用

して問題を解決し

たりすることがで

きる。 

①身のまわりの

伴って変わる 2

つの数量が比例

や反比例の関係

にあるかを進ん

で調べようとし

たり、比例の関

係を利用して身

のまわりの問題

を解決しようと

したりする。 

 

検証授業後に単元ワークテストの実施と分析、抽出児

童のデジタルノートでの思考・表現の変容、授業実践前

後に行う意識調査の結果の比較から、取り入れた ICT 活

用の有効性を検証する。 

 

3. 効果的な ICT活用の開発 
 

3.1. 個別学習と協働学習における ICT 活用 

文部科学省（2014）では、一斉学習、個別学習、協働

学習の学習場面において ICT 活用のポイントを示してい

る15。表2は活用のポイントを筆者が表にまとめたもので

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 一斉指導、個別学習、協働学習における ICT 活用 

 学習形態 分類 活用場面 

一斉学習 A1 教員による教材の提示 電子黒板等を用いた分かりやすい課題の提示 

個別学習 

B1 個に応じる学習 一人一人の習熟の程度などに応じた学習 

B2 調査活動 インターネット等による調査 

B3 思考を深める学習 シミュレーション等を用いた考えを深める学習 

B4 表現・制作 マルチメディアによる表現・制作 

B5 家庭学習 タブレット PC等の持ち帰りによる家庭学習 

協働学習 

C1 発表や話し合い 考えや作品を提示・交換しての発表や話し合い 

C2 協働での意見整理 複数の意見や考えを議論して整理 

C3 協働制作 グループでの分担や協力による作品の制作 

C4 学校の壁を越えた学習 遠隔地での学校等との交流 

 



効果的な ICT 活用を取り入れた資質・能力の三つの柱の育成 

84 

 

これらの ICT 活用を組み入れていくことで、個別最適 

な学びと「協働的な学び」を促すことができると考えら

れる。本研究では、千葉市の 1 人 1 台端末タブレット PC

（以下「ギガタブ」という）で使用可能な機能、アプリ

ケーションを検討し、「個別最適な学び」を促す ICT活用

として適用の場面、習熟の場面での児童の学習状況に合

わせた活用として「B1 個に応じる学習」の形態、自力解

決の場面での思考、表現での活用として「B4 表現・制作」

の形態を取り入れた。「協働的な学び」を促す活用方法と

して比較検討の場面で考えを伝え合い、共有する活用と

して「C1 発表や話し合い」の形態、発表後にそれぞれの

思考を吟味し学びを深めていく活用として「C2 協働での

意見整理」の活用を授業に取り入れていく。 

 

3.2. AI ドリルを 活用した個に応じた学習の習熟 

「B1 個に応じる学習」の ICT 活用として AI ドリル

「ドリルパーク」16（以下「ドリルパーク」という）の

活用を取り入れる。 

導入の方法としては、単元の学習内容を習得する問題

解決型の授業の時間と、学習内容の定着を図る習熟の時

間の二つの場面で活用していく。 

問題解決型の授業の時間では、その時間に学習した内

容についての適用問題を教師がドリルパークの機能を使

用して自作し、児童に解かせることで授業内容の知識及

び技能の習得と理解度の確認を図る。「ドリルパーク」に

は解答後すぐに正誤判定をする機能がある。児童は問題

に取り組む際、教師の添削を待たずに すぐに正誤判断が

できるので、間違えた場合は用意されたヒントや解答後

の解説を見ながら何度も課題に取り組むことができ、単

元の学習内容の定着を図ることができると考えた。 

また、学習内容の定着を図る習熟の時間では、児童に

合わせた問題の出題により、児童の実態に合わせた習熟

をすることができると考えられる。 

「ドリルパーク」に取り組む際は、児童が自身の学習

状況を把握し、目的をもって取り組むことが大切である。

しかし、「ドリルパーク」の小問題の分類は授業の学習内

容ごとに分けられておらず、問題の内容も選択してみな

いと分からないようになっている。そのため、児童はま

ず小問題を選択することで初めて問題内容を知ることに

なる上、その単元の学習履歴も問題を解いた後に生成さ

れるため、目的をもって主体的に問題に取り組むことが

困難である。 

そこで、自己分析シートにグラフ化した適用問題に取

り組んだ際の初回の正答データを示すことで、児童自身 

が学習状況を把握するための手掛かりとする。単元中盤、

終盤における習熟の時間では、児童が自己分析シートを

活用して自分がどの学習内容が苦手かを把握し、自分に

合った問題に取り組む。「ドリルパーク」で問題を解いて

いくうちに、「ドリルパーク」の機能である学習履歴も生

成されていくので、そちらも児童が参照できるようにす

る。児童自身が苦手な所を理解し、適した問題を選択し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組むことで、「個別最適な学び」につながり、学習内

容の習熟に効果的であると考えられる。 

 

3.3. デジタルノートを活用した個別・協働の学習 

「B1 個に応じる学習」「B4 表現・制作」「C1 発表や話

し合い」「C1 協働での意見整理」の分類での ICT 活用と

して、問題解決型の学習の自力解決、比較検討の場面で

デジタルノートを活用し、自力解決で自分の考えをまと

め、比較検討でグループの友達と共有する。さらに、児

童それぞれの考えを整理し、グループで協力してまとめ

のページを作る活動を取り入れる。 

デジタルノートは、SKYMENU内にある「発表ノート」
17を使用した。自力解決の場面では、児童は自分の考え

を「発表ノート」にまとめる。この際、教師は「発表ノ

ート」の「資料置き場」と呼ばれる、自由に使用できる

場所に、表やグラフの型を用意しておき、児童が必要に

応じて使用できるようにする。自力解決が難しい児童に

対しては、ヒントカードを用意し、「資料置き場」に提示

することで自力解決を促す。 

「発表ノート」に思考を表現する際は、比較検討の際

に説明することを伝え、考えたことを分かりやすく表現

することを意識させることで、児童は、表やグラフを関

連付けて思考を表現したり、理由や説明を文章で表した

りしたノートづくりができると考えた。 

次に、比較検討の場面では、グループワーク機能を活

用して「発表ノート」を共有し、互いに「発表ノート」

に表現した自力解決の過程を説明する。その後、グルー

プで発表した内容を分担、協力して一つのまとめのペー

ジを作成する活動を行う。まとめのページを作成するた

めには、児童一人一人がメンバーの発表内容をもう一度

吟味し、誰の、どの考え、どの表現をまとめのページに

取り入れるかを判断することが必要になる。これらの活

動を通して、その時間の学習内容をわかりやすく表現す

る等の活動を通して、数量の変わり方や関係に着目して

比例や反比例する事象について様々な考えを共有するこ

とで理解も深まっていくと考えた。 

 

3.4. めあて、振り返りを行う際の ICT 活用 

筆者が Google スプレッドシートで「自己分析シート」

を作成し、児童はめあてと振り返りを記入、蓄積する。

めあてと振り返りを一覧で確認することができるように

するとで、児童がめあてと振り返りを関連させやすくな

ると考えた（図 1）。 

また、Google スプレッドシートの機能を活用すること

で、様々な数値の集計をし、その結果をグラフ等で可視

化することも可能であることから、児童に振り返りの数

値や適用問題の正答率をグラフ化して提示した。 

児童は、「自己分析シート」に学び方のめあてや振り返

りを記載、蓄積することで、その単元を通して自分の学

習活動の振り返りから次の学習へ見通しをもち、自分の

学びを調整して次の学習活動に取り組むことができると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 Google スプレッドシートで作成した「自己分析シート」 
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考えた。また、振り返りの数値や毎時間の適用問題の

正答率をグラフ化したものを児童に参照させることでも、

自身の学習状況を把握させ、学びの調整を促し、個別・

協働の学習に主体的に学びに取り組むことができると考

えた。  

 

4. 検証授業の計画・実施 

 
4.1. 検証授業について 

 

（1）対象 千葉市立Ａ小学校 第 6 学年 115 名（3 学級） 

（2）単元 第 6 学年算数科「比例と反比例」全 17 時間 

 

4.2. 児童の実態 

児童は、これまでに様々な教科でギガタブを使って学

習してきた。質問紙調査では、「ギガタブを使って自分の

考えを発表できるか」という質問に対して、103 名の児

童が「できる」、「まあできる」と回答している。また、

「ギガタブにタイピングで文字を書くことは得意か」と

いう質問にも 94 名の児童が「得意」、「まあ得意」と回答

をしており、ギガタブの操作に慣れている児童が多いこ

とが分かった。このことから、本研究で ICT 活用を行う

にあたり、児童がギガタブの操作に戸惑うことは少ない

と考えられる。 

 

4.3. 授業の流れと ICT 活用 

学習内容を理解、習得する時間を課題解決型の学習展開

で構成し、ICT 活用場面をあてはめた（表 3）。 

習熟の時間では、児童は「自己分析シート」のグラフ

を活用して学習内容の習得状況を確認し、学習内容に対

応した「ドリルパーク」の問題に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 検証授業の実施 
 

5.1. 「発表ノート」を活用した個別・協働の活動 

「発表ノート」を活用する際に、その授業で解決する

問題と、思考、表現の際に教師が役立つと判断した素材

を用意した。例えば、表やグラフを用いて比例の説明を

する時間には、表、グラフの型を素材として用意した。

そうすることで、児童はそれらの素材を自由に使い、自

分なりの表現をすることができると考えた。自力解決の

際に、児童は提示した素材や、ヒントカードを活用し、

解決の過程と解答を「発表ノート」に表現した。初めは、

表に矢印をかき加える程度の表現であったが、単元の中

盤になると、表やグラフに書き加えたものから規則性を

見いだして説明をしたり、表やグラフを関連付けて思考

をしたりする様子が見られた（図 2）。 

 

 
図 2 自力解決時の「発表ノート」 

 

また、ギガタブの操作に苦手感をもっており、紙に考

えを表現したいという児童に対しては、「発表ノート」の

ページを印刷したものを与えて取り組めるようにした。

その際は、「発表ノート」にデータで用意していた表やグ

ラフの型、「発表ノート」のページなどを印刷し、児童は

そこに思考を表現した。初めは、グラフ作成や説明をす

べて紙にかき表していたが、自力解決の時間内でワーク

シートに表現することが間に合わず、その後の比較検討

の時間を十分にとることができず、「協働的な学び」を行

えなかった。 

そこで、ギガタブでできること、紙でできることをそれ

ぞれ使い分けてみるように「自己分析シート」の教師コ

メント欄でアドバイスをしたところ、児童は文章につい

てはギガタブを使って入力をし、グラフについてはプリ

ントを手書きしたものを写真撮影して貼り付けるといっ

た、自分の得意な部分を生かして表現をすることができ

た（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3 ワークシートを撮影、貼り付けた発表ノート 

 

 児童全員の思考の過程が「発表ノート」上に表れてい

ることで、「発表ノート」のグループワーク機能を用いて、

グループ全員に学習内容を共有することができた。また、

オンラインで授業に参加していた児童もデータを共有す

表 3 課題解決型学習にあてはめた ICT 活用 

 場面 アプリケーション 活用場面 ICT 活用方法（ICT 活用場面） 

導入・見通し Google スライド A1 課題提示 

めあての設定 自己分析シート  学びのめあての設定 

自力解決 発表ノート 
B1 
B4 

ヒントカードの提示 

問題解決の思考を表現 

比較検討 発表ノート 
C1 
C2 

デジタルノートでの思考の共有、表現 

デジタルノートを使って協働で意見整理 

まとめ 発表ノート B1 
比較検討を通して学んだことをデジタルノートにま
とめる 

適用 ドリルパーク B1 教師がドリルパークで作成した練習問題に取り組む 

振り返り 自己分析シート  自己分析シートによる振り返りの記入 
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ることができ、遠隔地でも授業に参加し「協働的な学び」

を行うことができた。 

比較検討の際には、グループで机を向かい合わせ、「発

表ノート」のグループワーク機能を使って、自力解決の

場面で思考、表現をしたノートをリアルタイムで共有し

た（図 4）。 

 

 
図 4 比較検討の様子 

 

考えを共有した後、共通理解した考えをグループのメ

ンバーで協力してまとめのページを作成した。どの考え

を載せるか相談し、児童個人のページから使えそうな表

現をコピーして貼り付けるなど、限られた時間の中でそ

れぞれの考えを吟味し、協力して意見整理を行い、1 枚

のまとめのページを作成することができた（図 5）。 

 

 
図 5 グループの考えを整理したまとめのページ 

 

比較検討後は、まとめのページを用いて学級全体への

発表を行った。 

 発表を行う際に、グループメンバー全員で前に出て発

表した。説明しているところの画面を指したり、分担し

て説明したりすることで、グループ全員で協力して伝え、

発表が苦手な児童も、積極的に発表する姿が見られた

（図 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 全体発表の様子 

 

5.2. 「ドリルパーク」を活用した個に応じた学習の習熟 

毎時間、教師が教科書に記載されている問題を基に

「ドリルパーク」の機能で問題を自作し、適用の時間に

児童がそれを解くようにした。児童は、授業で学んだ知

識を活用し、必要があればギガタブの画面に書き込みを

することで情報を整理し、問題に取り組んでいた。 

単元中盤と単元末の習熟の時間では、「ドリルパーク」

を活用した問題に取り組んだ。習熟の時間に向けて、教

師は、管理用のスプレッドシートに児童が各時間に最初

に取り組んだ問題の正答率を収集し、児童の「自己分析

シート」にデータを送信した（図 7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 学習内容と小問題の対応表と正答率を表した棒グ

ラフ 

 

児童はこれらを参照し、自分の学習状況を把握して

「ドリルパーク」で問題に取り組むことで、学びの調整

を行い、粘り強く何度も問題に挑戦するといった主体的

な活動をすることができていた。 

習熟の時間の振り返りでは、 

 

 

 

 

 

 

 

のように、自分の学習状況を把握し、ドリルパークに

取り組むことが効果的であるといった記述が見られた。

同様の振り返りが多数見られたことから、習熟の時間で

は、「自己分析シート」や「ドリルパーク」の学習履歴を

活用し、児童自身が苦手なところを理解し、「ドリルパー

ク」で自分に合った問題に取り組めていたことが分かっ

た。 

 

5.3. 「自己分析シート」を活用した主体的な活動 

「自己分析シート」に、授業の始めに学び方のめあて

を、授業の終わりに数値と記述での振り返りと、次に生

かすことを毎時間記入させた。児童Ａは、第 3 時の振り

返りで、 

 

 

 

という記述をしており、次時に向けての具体的な目標を

もつことができていた。その後、第 4 時のめあてでは、 

 

 

図 8 第 3 時の振り返りを生かした 

という記述をしており、前時の振り返りを生かした目当

ての設定をすることができた。学び方のめあて、振り返

りを一覧で表示することで、児童は、前時の記述を確認

し、学び方のめあてを立てることができていた。立てた

学び方のめあてを意識して粘り強く学習に取り組むこと

説明を文字では書けたけど、言葉では説明しづらいと

ころがあったので、言葉でも言えるようにしたい。 

説明を、文章だけでなく、言葉でも説明できるように

する。 

 

・グラフをみて、自分の苦手なところを確認し、ドリル

パークで練習することができた。 
・自分の学習状況を確認しそれに合った問題を解くこと

ができた。 
・間違えたところや出来なかった所を確認してかんぺき

にすることができた。 
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で、個別のめあてを達成でき、次時では振り返りをもと

に新たなめあてを立てるといった自分の状況に合わせた

学びの調整も見られた。また、教師が管理用シートから

児童全員にコメントを送り、児童の振り返りに対してフ

ィードバックを与えることで、児童のめあて設定の支援

をした。中には、教師のコメントを参照し、自分の振り

返りと関連させて自分の学習に合わせためあてを設定す

ることができた児童もいた。 

 

6. 検証授業の分析及び考察 

 
6.1. ワークテストの分析と聞き取り調査 

 検証授業終了後、比例、反比例の意味、性質といった

知識や比例、反比例を式、表、グラフで表す技能を測る

ワークテスト18を行った。その結果、平均点は 92 点であ

り、高い結果となった。 

 次に、他の単元の「知識・技能」を測るワークテスト

の合計平均点が 70 点以下の児童を抽出し、「比例と反比

例」の得点と比較した。その結果、（表 4）のような結果

となり、ほとんどの抽出児童が平均と比較して高い得点

であった。 

 

表 4 抽出児童の実践単元ワークテスト得点と 

平均の比較 

 比例と反

比例得点 

他単元の

平均点 
差 

児童 B 90.0 68.9 21.1 

児童 C 75.0 58.9 16.1 

児童 D 45.0 46.7 -1.7 

児童 E 90.0 67.4 22.6 

児童 F 60.0 56.7 3.3 

児童 G 90.0 55.0 35.0 

 

そこで、他単元の平均点より「比例と反比例」の得点

が高かった児童に対して、”授業の中で使用した ICTの中

で何が学習内容の習得に効果的だったか。”という質問を

し、聞き取り調査を行った。聞き取りの結果、児童は

「ドリルパーク」を使った学習内容定着、「発表ノート」

を使った思考の表現、考えの共有、意見整理が学習内容

の習得に効果的だったと回答した。このことから、「ドリ

ルパーク」を授業で活用し知識の定着を図ったり、「発表

ノート」での協働的な活動を通して考えを共有したりす

ることは、児童の学習内容の習得に効果があることが分

かった（表 5）。 

 

表 5 抽出児童への聞き取り調査結果 

児童 B 

・授業ごとにドリルパークで練習問題
に取り組んで復習ができたこと。 

・ドリルパークで解き方の振り返りが
できたこと。 

児童 C 

・発表ノートで考えを伝え合い、わか
らないところを教えてもらえたこと 

・ギガタブで、メンバーの考えをよく
聞いてみんなで考えることができた
こと。 

児童 E 

・発表ノートを使い、交流することで
色んな考えを取り入れることができ
たこと。 

・ドリルパークで練習問題を解いたこ
と。 

児童 F 

・ギガタブで図やグラフがしっかりと
かけたこと。 

・ドリルパークで復習ができ、間違え
たところを何度も解き直したこと。 

児童 G 

・発表ノートで図やグラフがかきやす
く、友達との話し合いができたこ
と。 

・ドリルパークがわかりやすく、いろ
いろな問題に挑戦できたこと。 

 

6.2. 「発表ノート」の活用について 

まず、検証授業終了後、「発表ノート」で便利だった機

能について調査を行った。その結果、「書き込みができる

（96 名）」「表やグラフの型を用意できる（87 名）」とい

った、自分の思考を表現するのに役立つ機能や、「自分の

発表ノートを友達に見せる（84 名）」「友達と考えをまと

められる（78 名）」「友達に考えを伝えられる（76 名）」

といった協働に役立つ機能が便利であったという回答が

多かった。 

発表ノートの機能を用いて表やグラフの型をデータと

して用意したことで、児童が自分の思考を表現するのに

どのデータが必要か判断、選択し書き込みをするといっ

た、児童が思考を表現すること有用だったと考えられる。 

また、発表ノートのグループワーク機能を使うことで、

児童それぞれのノートを視覚的に共有することが容易に

なることで友達との意見共有や意見整理をしやすかった

と考えられる。以上のことから、「発表ノート」を活用す

ることで、が思考の表現や協働的な活動を促すことに有

効であることが分かった。 

次に、友達の発表を聞くことで、新たな発見があった

と「自己分析シート」で振り返った児童Ｈの「発表ノー

ト」の変容を捉えた。第 1 時では、児童Ｈは表を左側か

ら見ることで二つの数量が比例関係にあることを見いだ

していた。その時間の比較検討の際、表の右側から見る

ことでも比例関係を見いだすことができることに気付い

た（図 8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 児童Ｈによる第 1 時の発表ノート 

 

第 8 時では、表を使って比例関係を見いだす際に、表

の両側から数値の変わり方を見て比例関係を見いだすこ

とができていた（図 9）。 
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図 9 児童Ｈによる第 8 時の発表ノート 

 

グループワーク機能を用いることで、児童の思考の可視

化、共有が容易となり、グループでの比較検討、協働に

よる意見整理を繰り返すことで、様々な思考を取り入れ

ていることが分かった。 

第 8 時の授業では、他の児童も児童Ｈのように考え方

の広まりが「発表ノート」の様子から確認することがで

きたことから、「発表ノート」のグループワーク機能を使

った考えの共有、協働での意見整理が、児童の学習内容

に対する考え方が広まり、学びを深めることにつながる

可能性があると考えられる。 

 

6.3. 「自己分析シート」活用に関する意識調査 

検証授業後、「自己分析シート」がめあての設定や振り

返りに役に立ったか意識調査を行った（図 10）。 

 

 
図 10 めあてや振り返りに役立ったかの割合（n=110） 

 

95%の児童が「自己分析シート」の活用について肯定

的な回答をした。「自己分析シート」を活用することでめ

あての設定や振り返り、学習状況の把握に役立ったこと

が分かった。（図 11）は、振り返りの数値を示す折れ線

グラフや適用問題の正答率を示す棒グラフが、学習内容

を知ることに役に立ったかについてアンケート調査した

結果である。 

 

 
図 11 グラフが学習状況の把握に役立ったかの割合

（n=110） 

 

振り返りの数値の変遷を表す折れ線グラフについては

88％、適用問題の正答率を示す棒グラフについては 96％

の児童が学習状況の把握に肯定的な回答をしている。こ

のことから、グラフ化で視覚的に学習状況を確認しやす

くしたことで、児童が学習を把握し、学びの調整に役立

てていたことが分かった。 

次に、ベネッセのミライシードにあるアクティブラー

ニング調査を参考に、学びに向かう力、人間性等を調査

するアンケートを作成し、検証授業の前後に、調査を行

ったものを分析した。（表 6）は「自己分析シート」の機

能に関わる「めあての設定」「学びの振り返り」「学びを

生かす」について調査項目から一部抜粋し、検証授業前

後の平均得点について t 検定を行った結果である。 

 

表 6 意識調査結果一部抜粋（n=106） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての調査項目において事後の平均が高く、有意差が

見られたことから、学習に対して主体的に取り組もうと

する意識が向上していることが分かった。以上のことか

ら、Google スプレッドシートで作成した「自己分析シー

ト」の活用は、「学びに向かう力、人間性等」の中でも

「めあての設定」「学びの振り返り」「学びを生かす」と

いった学びの調整をする力を身に付けることに効果があ

ることが分かった。 

 

7. 研究のまとめ 
 

7.1. 成果 

 本研究では、算数科の学習に「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を促す ICT 活用を取り入れ、三つの資

質・能力を総合的に育成する方法について研究を行った。

その成果として以下の 3 点を挙げる。 

 1 点目は、学習状況を把握できるように適用問題の正

答率データを収集、提供し、児童がそれを参照すること

で目的をもって AI ドリルに取り組むことができ自分の特

性に合わせて児童が学びを調整しながら粘り強く問題に。

取り組むという姿勢が見られ、単元の学習内容の習得に

対する一定の有効性が見られたことである。 

 2 点目は「発表ノート」を活用し、自力解決の場面で

素材やヒントカードを提示することで、児童が自力解決

の場面で思考を自分なりに表現することができ、比較検

討の場面でグループワーク機能を使うことで、児童が考

えの共有・意見整理を行うといった「協働的な学び」を

促すことができた。これらの活用より、児童の学習内容

に対する考え方が広まり、学びを深めることにつながる

可能性があることである。 

 3 点目は「自己分析シート」のめあてと振り返りの一

覧表にすることや学習状況のグラフ化をすることにより、

児童が自身の学びを把握し、めあてをもって学習に取り

組む手立てとして効果があり、「学びに向かう力、人間性

等」の中でも、自分の学びを把握し、学習の見通しをも

59 36 
4 1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
役立った まあ役立った
あまり役立たなかった 役立たなかった
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棒グラフ

折れ線グラフ

役立った まあ役立った
あまり役立たなかった 役立たなかった

 

質問項目  平均 
標準

偏差 
df ｔ値 ｐ値 

今日の授業でどのような力がつくのか自分

の目標を決めている。 

事前 2.76 0.72 
105 4.94 ＜.001 

事後 3.14 0.77 

何を学ぶことができたか、自分にどんな力

が身についたかふり返りをしている。 

事前 2.78 0.82 
105 6.69 ＜.001 

事後 3.29 0.76 

自分の勉強のしかたをふりかえり、次の学

習にむけてよりよい方法を考えて学んでい

る。 

事前 2.81 0.76 

105 5.52 ＜.001 

事後 3.21 0.64 
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ったり、振り返りから次の学びに生かしたりといった、

学びを調整する力の育成に一定の効果があったことであ

る。 

 

7.2. 課題 

今回の研究から見えた課題を、3 点挙げる。 

1 点目は、授業の中で児童は、「自己分析シート」、「ド

リルパーク」の学習履歴と複数の履歴を参照し学習して

いたが、児童が学習履歴を容易に把握できるよう履歴を

一元化し、活用していく方法を研究していく必要がある

点である。 

2点目は、本研究で行った実践研究は1単元であり、そ

 
1 本論文は、筆者の令和４年度千葉市長期研修生報告書「効果的

な ICT 活用を取り入れた資質・能力の三つの柱の育成―1人 1

台端末を用いた「個別最適な学び」と「協働的な学び」を通し

て―」の内容を抜粋し、新たに考えたことを付け加えたものであ

る。 
2 中央教育審議会答申（2021）、p.7 
3 文部科学省（2022）、p.3 
4 千葉市教育委員会（2022）、p.19 
5 鈴木ら（2022）、p.8 
6 教育課程企画特別部会、p.20 
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では、算数 6 年ベーシックドリル「12 比例と反比例」の問題を
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